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問①市
職
員
の
削
減
対
策
の
現
状

と
職
員
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て

　

職
員
削
減
年
次
計
画
は
一
応

示
さ
れ
て
い
る
が
、
自
然
減
を
待

つ
だ
け
の
策
で
あ
る
。
今
後
の
削

減
促
進
の
た
め
の
具
体
策
を
考

え
て
い
る
の
か
を
問
う
。
ま
た
、

職
員
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
、
不

親
切
、
不
手
際
が
多
い
と
か
１
人

で
済
む
よ
う
な
仕
事
を
３
人
４
人

の
多
人
数
で
行
な
っ
て
い
る
、
な

ど
の
苦
情
を
よ
く
聞
く
が
職
員

の
業
務
管
理
や
指
導
管
理
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

②
市
保
有
の
個
人
情
報
の
保
護

と
発
信
に
つ
い
て

　

住
民
の
情
報
を
一
元
的
に
有

し
て
い
る
市
の「
個
人
情
報
」の
取

り
扱
い
や
守
秘
義
務
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
及
び
情
報
発

信
の
あ
り
方
の
定
め
が
あ
る
の

か
、
あ
る
な
ら
そ
の
取
り
扱
い
方

を
問
う
。

答　
総
務
部
長

①
職
員
の
削
減
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
定

年
退
職
に
よ
る
補
充
を

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り

10
年
間
で
１
６
０
人
を

削
減
す
る
計
画
を
可

能
な
限
り
早
期
に
達

成
す
る
た
め
、
勧
奨
退

職
を
推
進
し
ま
す
。

　

職
員
の
資
質
向
上

に
つ
き
ま
し
て
は
、
接

遇
研
修
等
を
積
極
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
す

し
、
市
民
の
皆
様
へ
の

対
応
や
勤
務
態
度
に
つ

き
ま
し
て
、
管
理
・
監

督
者
を
通
じ
、
一
層

の
注
意
喚
起
を
促
し
て

ま
い
り
ま
す
。

②
個
人
情
報
の
保
護

に
つ
き
ま
し
て
は
、
合

併
時
に
い
ち
早
く
個
人

情
報
保
護
条
例
を
制

定
し
、
個
人
情
報
フ
ァ

イ
ル
簿
の
整
備
や
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、

総
合
的
か
つ
体
系
的
な
管
理
体

制
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
適
切

な
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
の
漏
洩
防
止
に
は

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
平
成
18
年
以
降
大

半
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施

設
の
管
理
が
、
指
定
（
民

間
）
管
理
者
に
委
託
さ

れ
る
と
と
も
に
利
用
料
金

を
改
定
。
値
上
げ
す
る
提

案
が
さ
れ
た
が
、
市
民
の

負
担
を
増
や
す
の
で
は
な

く
減
額
や
免
除
を
し
て
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
を

図
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

施
設
の
利
用
料
が
指
定
管

理
者
の
収
入
と
な
る
管
理

運
営
に
な
っ
て
も
、
各
種

団
体
が
行
う
事
業
・
催
し

等
の
利
用
料
は
免
除
す
る

の
か
。

　

免
除
し
た
料
金
は
管
理

者
に
補
填
す
る
の
か
。
併

せ
て
現
職
員
の
処
遇
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
、
高

島
市
の
文
化
振
興
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
あ
る
安
曇

川
文
化
芸
術
会
館
は
、
県

よ
り
移
管
を
受
け
て
演

芸
・
作
品
展
示
等
の
拠
点

と
し
て
活
用
の
計
画
が
あ

る
の
か
伺
う
。

答　
教
育
長

　

指
定
管
理
を
し
た
場

合
の
施
設
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
市
内
同
類
施
設
の

規
模
等
を
勘
案
し
上
限
と

し
た
も
の
で
、
減
額
・
免

除
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
募
集
要
領
等
に
示
し

て
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら

な
い
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
等
の
減
免

等
に
つ
い
て
も
、
市
や
市

教
委
等
が
行
う
主
催
事
業

は
免
除
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
、
福
祉
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
等
を
考

慮
し
減
免
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
基
本
的
に
減

額
や
減
免
を
考
慮
し
て
管

理
料
を
設
定
し
ま
す
の
で

補
填
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
安
曇
川
文
芸
会
館

は
市
へ
移
管
に
な
っ
た
場

合
、
18
年
度
は
従
前
と
同

程
度
の
事
業
を
実
施
し
、

今
後
は
文
化
ゾ
ー
ン
の
中

核
施
設
と
し
て
、
演
劇
・

芸
術
作
品
の
展
示
を
中

心
に
施
設
の
特
性
を
活
か

し
た
運
営
を
考
え
て
い
ま

す
。

次の二点を質す

大塚　泰雄議員

スポーツ・文化の振興と
施設の指定管理者
管理について
保木　利一議員

■職員数削減計画 （消防 92人・高島病院 269人・陽光の里 24人は除く）

退職年 一般職
総人数 退職者 採用予

定者数
医療職
総人数 退職者 採用予

定者数
保育職
総人数 退職者 採用予

定者数
技能
労務職 退職者 採用予

定者数
職員
総数

退職者
総数

採用予定
者総数

合併
年度

16.12 526 6 35 74 1 1 89 724 7 2
17.3 522 4 35 73 3 2 88 1 718 8 2

1 18.3 519 (0)5 2 35 72 (0)1 84 (1)4 710 10 2
2 19.3 516 5 2 35 72 77 7 700 12 2
3 20.3 505 13 2 35 72 71 6 683 19 2
4 21.3 493 14 2 35 72 66 5 666 19 2
5 22.3 486 9 2 35 72 59 7 652 16 2
6 23.3 472 16 2 35 2 2 72 57 2 636 20 4
7 24.3 458 16 2 35 72 55 2 620 18 2
8 25.3 442 18 2 35 2 2 71 2 1 53 2 601 24 5
9 26.3 413 31 2 35 69 3 1 53 570 34 3
10 27.3 392 23 2 35 65 5 1 48 5 540 33 3

計 392 160 20 35 4 4 65 15 6 48 41 0 540 220 30
※採用予定者数には、新規事務・事業による人員増員分は考慮していない。　※H18.3 の（　）書きの数字についてはH17.4.1 現在に削減を計画していた退職者数。

安曇川文化芸術会館


